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自然の中へ、都市空間に、さらに一歩、コンクリートの可能性を広げました。
化粧例

コンクリート打設仕上 タイル仕上模様付PC-壁体

塗装仕上 吹付仕上

施工 完成



PC-壁体は、自立式擁壁を急速築造　することができる
矩形断面のプレストレストコンクリート　製品です。

PC-壁体の特長
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測定距離と振動レベルの関係（例） 主な振動伝達パターン

PC- 壁体

■ 振動対策

0

80

75

70

65

60

55

50

45

40

35
2 4 6 8

発震源

振
動
レ
ベ
ル（
dB
）

測定距離（m）

特定建設作業の基準値
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PC-壁体は環境問題となっている振動対策にも効果を発揮しています。車両などの振動が橋脚や橋台、路面を通じて減衰しに
くい表面波をおこし周辺民家に振動を発生させます。そこで、複数のPC-壁体を橋脚や橋台のそばに壁状に並べて埋設するこ
とで振動抑制効果が発揮されます。製品に円形の中空部を有することにより、通過する波に位相差が生じることで振動を減衰
させるものと考えられます。

PC-壁体とは

PC-壁体は、断面形状が矩形で円形の中空部を有する

プレストレスが導入された土留め構造物用プレキャストコンクリート部材です。

日本製鉄（株）と共同開発したPC鋼材を使用している

高強度プレストレストコンクリートのため剛性が大きく、

1970年以来、多種多様な構造物に採用されてきました。

標準的な施工は低振動・低騒音の環境対応型機械を使用しているため

民家や重要構造物と近接した箇所の施工も可能です。

永年にわたり実績を築き上げる中で、社会的信頼性の向上に努め、

平成13年には、「力学的特性」、「構造体としての付帯特性」、「施工時特性」、

「耐久性」が、一般財団法人土木研究センターの

「建設技術審査証明事業（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）」

により審議され建技審証第0105号を交付されました。

平成23年には国土交通省が運用する新技術活用システム『NETIS』における

位置付けが『平成23年度 活用促進技術』に指定されました。

● □900で壁高：約9mまでの自立式壁体構造物に対応。
● 同じ外径の鋼管矢板に比べて1.5倍以上の曲げ剛性を確保。

曲げ剛性が大きい

● 中掘圧入工法による施工と自立構造のため、仮設山留めが不要。
● 背面の地山を乱さないため、近接した重要構造物への影響が少ない。
● 軟弱地盤にも対応でき、支持層への貫入を必要としない。

仮設山留めが不要

● 施工工程がシンプルで、従来工法と比べ工期が短縮できる。
● 標準施工は中掘圧入工法による低騒音・低振動の急速施工が行える。
● 硬質地盤には、プレボーリング工法・TRD工法で対応。
● 計画に合わせ、平面線形と擁壁天端のレベルを自由に変更できる。
● 上部工反力を負担する場合は支持層貫入後、先端根固め処理により支持力を得ることができる。

スピーディな施工

PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS



従来工法との比較 製品規格
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PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS

■製品ラインナップ・断面性能表

注） ・ 有効プレストレス量はA種4N/㎟、B種8N/㎟、C種10N/㎟です。
　  ・ 製品長さは、単体で５ｍ～15ｍの範囲で1ｍ刻みとなります。
　  ・ 上表の数値は参考値で、仕様を予告なく変更する場合があります。

□400仕様のみ断面形状が異なります。※

■コンクリートの設計基準値

コンクリートの設計基準強度はf’ck＝60N/㎟ですが、設計条件に合わせてf’ck＝80N/㎟まで設計できます。

〈□500-900〉

〈□400〉

構 造 図 A ー A 継手部詳細図
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PC-壁体は大規模仮設を必要としないため経済的に施工ができます。

工  法

構  造

施工
方法

特  徴

経 済 性
（当社比）

備  考

PC-壁体工法

自立式擁壁 非自立式擁壁

従来工法

鋼管矢板工法 場所打ち逆Ｌ型擁壁（杭基礎） もたれ式擁壁

鋼管矢板の中空部にオーガを挿入し
て先端部を掘削し、継手に沿いなが
ら圧入する。その後止水のために製
品と製品の間の継ぎ手部にグラウト
し、表面処理を施す。

地山を掘削しながらフーチング下端
まで鋼矢板とアンカーで背面の仮設
山留めを行う。杭基礎の築造後、基
礎フーチング、躯体を現場打ちコンク
リートで構築する。その後背面に裏
込め材を投入する。

擁壁前面を計画面まで、または背面
の地山を法面上に掘削した後、基礎
コンクリートを設け躯体を現場打ち
コンクリートにて構築する。地山ある
いは裏込め土に支えながら自重に
よって土圧に抵抗する擁壁である。

・施工実績が豊富である。
・仮設山留めが不要である。
・掘削土量が少ない。
・少ない用地幅で擁壁を構築できる。
・コンクリート部材に比べ軽量である。
・部材厚が薄い為、大きな礫系に対応
できる。
・施工に上空制限がある場合、短部材
で対応できる。
・同じ幅のPC-壁体と比べて部材のた
わみが大きい。
・壁面にコンクリート化粧や防錆処理
が必要である
・施工時に泥水処理が必要な場合が
ある。

・施工実績が豊富である。
・仮設山留め、基礎杭が必要である。
・前背面の掘削土量が多い。
・施工工程が煩雑である。
・背面地盤にアンカーを施す為、反力
の確保、背面の使用条件等の検討が
必要である。

・支持地盤や地山が岩盤等の堅固な
場合及び仮設時に制約を受けない
場合、最も経済的である。
・施工実績が豊富である。
・施工機械が小さい。
・仮設山留めが不要である。
・前背面の掘削土量が多い。
・法面形状の為、用地幅が必要である。

120% 150% 65%

・仮設費別途
・泥水処理費別途
・表面処理費別途

・仮設費別途 ・仮設費別途
・拡幅用地費別途

PC-壁体の中空部にオーガを挿入
し、中掘圧入工法で連続して沈設す
ることで擁壁を築造する。製品間の
隣接面には楕円形状の孔ができ、こ
の孔にモルタルを充填することで水
密性を発揮する。また、透水防砂材
を挿入することで擁壁背面の水を排
水できる。

・壁高9m程度まで自立構造で対応できる。
・仮設山留めが不要である。
・掘削土量が少ない。
・少ない用地幅で擁壁を構築できる。
・施工工程がシンプルである。
・同じ剛性の鋼管矢板と比べて経済
的である。
・プレキャスト製品なので信頼性が高い。
・目地孔にモルタルを充填することで
水密性が得られる。
・仮設時でも安定した構造である。
・擁壁の天端レベルや平面線形を自
由にできる。
・施工機械が大きい為、施工スペース
の検討が必要である。

100%（中掘圧入工法）

・仮設費別途
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■ 優れた経済性
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PC-壁体は曲げ剛性が大きいので、変位量が少なくなります。また、
コンクリート強度が高く、大きな曲げモーメントに抵抗できます。した
がって、自立形式の壁体構造物として有利な設計ができます。

PC-壁体が経済的に使用される範囲は、図に示したように約3m～
9mの高さです。さらに、先端部にセメントミルクを噴出・撹拌するこ
とで支持力がえられ、構造物の基礎と兼用する場合はより一層経済
的な設計が可能です。



● 民家や重要構造物との近接施工が可能である。

● 縦断勾配に合わせて擁壁天端のレベルを変えることができる。

● 部材の組合せにより経済的な設計ができる。
擁壁

● 地下調整池の場合は、柱構造のため有効空間を広く確保でき、メンテナンスが容易である。

● 信頼性の高いコンクリート製品のため、メンテナンスの必要がほとんど無い。
● 最低限の用地幅で護岸を完成することができる。
● 平面線形に合わせて配置することができる。
● 壁面に化粧を施すことにより景観性を向上させることができる。

護岸

調整池

PC-壁体・中柱の施工

地下調整池の施工プロセス

PC-壁体施工完了

プレキャスト梁部材の設置

内部掘削底版コンクリート打設プレキャストスラブ材の布設

PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS
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（擁壁、護岸、調整池）用 途

RETAINING WALLS

SEAWALL

REGULATING PONDAGE ● 自立式のオープンタイプ、切梁式の地下タイプのいずれにも対応できる。
● 断面が□400～900mmの角柱のため、多角形や楕円形など、池の平面形状に
　合わせることが可能である。

PC-壁体は調整池の側壁と仮設土留め壁
を兼ねる事ができ、内部の掘削も逆巻きに
て行えるので限られた敷地で大きな容量を
確保できます。上部を公園や駐車場とする
など土地の有効活用が図れます。

1

2

3

456
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橋台基礎

その他

施工機械

TRD工法

施工方式

プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ

中
掘
圧
入

施工イメージ 特　　徴

　

自走式圧入機

懸垂式杭打機

PC-壁体工法は施工条件や地盤条件に合わせて様々な方法が可能です。

実績が豊富な三点支持式杭打機を用いたものから離隔のとれる懸垂式杭打機や

自走式杭打機などがあります。また、硬質地盤や礫質地盤対策も行われております。

PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS

（橋台基礎、その他）用 途 施工方法

ABUTMENT FOUNDATIONS

OTHER

● 本体部同等以上の曲げ耐力を有する溶接継手により先端部を
　支持層に到達させることができる。
● 遠心締固めにより製造されたPC-壁体は、仕上りは密で平滑な
　面となりメンテナンスも簡易である。

● 目地部にモルタル充填する事により高い水密性を発揮できる。
　透水防砂材を施すことにより目地部から排水することもできる。
● 背面地山を乱さないので民家や重要構造物への影響が少ない。

● 法面への施工が可能である
● 周辺地盤を乱さない
● 狭隘な敷地に対応可能である
● PC-壁体部材の選定に制限が有る
● 曲線や縦断勾配の割付けには検討を要する
● 玉石、礫、硬質粘性土層での施工は検討を要する

● 硬質地盤での施工が可能である
● 施工機械が小さく、上空制限に対応可能である
● PC-壁体部材の選定に制限が有る
● 曲線の割付けには検討を要する
● 汚泥、泥水の処理が必要となる

● 組立・施工ヤードが小さい
● 法面への施工が可能である
● 段差施工が可能である
● 狭隘な敷地に対応可能である
● PC-壁体部材の選定に制限が有る
● 汚水、泥水の処理が必要となる

● 硬質地盤での施工が可能である
● 曲線や縦断勾配の割付けに対応が可能である
● 急速施工が可能である
● 削孔長に制限が有る
● 汚泥、泥水の処理が必要となる

● 多くの施工実績が有る
● 経済的である 
● 急速施工が可能である
● 周辺地盤を乱さない
● PC-壁体部材の選定に制限が無い
● 曲線や縦断勾配の割付けに対応が可能である
● 玉石、礫、硬質粘性土層での施工は検討を要する

単

　軸

二
軸
同
軸

三点支持式
杭打機

防潮堤 スノーシェッド

ストラット
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上部材の沈設 排土ホッパーからの土の搬出 沈設完了

4 PC-壁体の沈設
オーガヘッドより圧縮空気を吐出し、
掘削・排土しながら圧入して
PC-壁体を沈設する。

5 上部材の建込み及び継手溶接
あらかじめオーガスクリューを挿入
したPC-壁体を補助クレーンにより
建込み、継手の溶接をする。

6 PC-壁体の沈　　設、沈設完了
③と同様。（支持　　力が必要な場合は、
沈設完了後セメ　　ントミルクを注入する。）

7 オーガスクリューの
引き抜き 8 PC-壁体頭部の連結

沈設完了後、連結用プレートで
隣接PC-壁体と溶接固定する。

2 オーガスクリューの挿入
PC-壁体中空部に
オーガスクリューを
挿入する。3 下部材の建込み

補助クレーンにより
PC-壁体を吊り上げ、
打設位置に設置する。

1 定規の設置
PC-壁体通り芯に
平行に定規を設置する。

PC-壁体
通り芯

低騒音・低振動による急速施工を可能にした工法

下部材の沈設下部材の建込み 上部材の建　 込み・継手溶接定規の設置

PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS

中掘圧入工法
施工方法_1

PC-壁体の標準的施工は中掘工法で行います。この工法はPC-壁体中空部にオーガスクリューを挿入、
先端部を掘削し、排土を繰り返し、圧入して沈設する工法です。低騒音、低振動による急速施工ができ
ます。また、沈設の最終段階でセメントミルクを注入して先端を根固め処理することで支持力を得るこ
ともできます。

連結用プレート
（溶 接）
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削孔用定規

削孔用定規

PC-壁体建込用定規

PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS

プレボーリングセメントミルク工法
施工方法_2

三点支持式杭打機 懸垂式杭打機

硬質粘性土や岩盤、玉石・礫等があり中掘工法での施工が困難となる場合、プレボーリング工法での施工が可能です。
ケーシングオーガスクリューにて削孔することにより、掘削孔の鉛直精度を保ち地盤を削孔泥土化した後、
オーガヘッドよりセメントミルクを注入し、上下反復及び混合撹拌することにより均一な柱状の改良体を築造します。
改良体の中に補助クレーンにてPC-壁体を挿入し、自重により所定深度まで沈設する工法です。

狭隘地や法面への施工、上空制限がある場合など三点支持式杭打機を用いた施工が困難となる場合、
懸垂式杭打機を用いることで法尻から法肩、法肩から法尻等へ、
プレボーリング工法による施工が可能です。
オーガスクリューにて削孔を行い、オーガヘッドよりセメントミルクを注入し、
地中に改良体を築造した後、補助クレーンにてPC-壁体を挿入、沈設する工法です。

硬質地盤に対応可能な工法 法面施工に対応した工法

1 削孔用定規
の設置 2 プレボーリング削孔

セメントミルク注入 3 上部材、
下部材の溶接

削孔用定規をPC-壁体の通り芯に合
わせ設置する。定規の移動を防止す
るために支柱で固定する。

オーガヘッドからエアーを吐出し、
オーガ駆動装置を上下反復させる。同
時にセメントミルクを注入しながら、
所定深度まで掘削する。

溶接用孔にて継ぎ手を溶接し、上部
材と下部材を一体化する。（溶接が
必要な場合。）

4 PC-壁体建込用定規
の設置 5 補助クレーンによる

PC-壁体の沈設 6 頭部連結溶接

PC-壁体建込用定規をPC-壁体の通
り芯に合わせ設置する。定規の移動
を防止するために支柱で固定する。

補助クレーンによりPC-壁体を吊り上
げ、隙間、ズレ等を確認しながら沈設
する。

沈設完了後、連結用プレートで隣接
PC-壁体と溶接固定する。
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8,000

4,
00
0

1,500～2,000
（1,000）

1,500

標準施工機械配置図 目地充填工 PC-壁体
PRECAST CONCRETE WALLS

Ｌ
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ル
タ
ル
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填
長
）

モルタル注入 モルタル充填完了 透水防砂材

〈笠コンクリート例〉
施工 完成

モルタル充填
または透水防砂材 ●標準袋径φ110mm

ces 3±91 でトーロP ： 値ーロフ

21N/㎟以上3847200850600

セメント
（kg）

砂
（kg）

フライアッシュ
（kg）

イントルージョンエイド
（kg） 強度水

（ℓ）

■三点支持式杭打機（中掘圧入／プレボーリング）

■ 懸垂式杭打機（プレボーリング）

■モルタル充填施工順序

■モルタル配合表（参考）

PC-壁体の側面には凹部があり、連続して並べると楕円形状の孔が2箇所出来ます。この孔
にモルタルを充填することで水密性を発揮し、河川護岸などでは流水による背面土の吸い出
しを防止します。また、この孔に透水防砂材を挿入することで、背面土の流出を防ぎながら擁
壁背面の水を排水することが出来ます。

準備工

孔内の洗浄

袋の挿入

モルタルの注入

機器類の解体・搬出

1

2

3

4

5

機器類の搬入・組立
モルタル充填用袋の準備（必要長＋1ｍで切断）

高圧ジェット水により、孔内を必要深度まで洗浄し、
孔内の土砂を除去する。

孔内に袋を挿入する。
標準袋径φ110mm（60メッシュ）。

モルタルプラントにて混練後、モルタルポンプで
圧送し袋内にモルタルを充填する。

横方向の一体性を確保す
るために、PC-壁体頭部を
笠コンクリートによって連結
します。

①杭打ち機
②補助クレーン
③バックホウ
④プラント
⑤サイロ
⑥水槽
⑦発電機
⑧PC-壁体
⑨変位防止定規

①杭打ち機
②オーガモータ
③モンケンまたは排土ホッパー
④補助クレーン
⑤バックホウ
⑥コンプレッサー
⑦発電機
⑧オーガスクリュー
⑨PC-壁体
⑩変位防止定規
　（標準350H使用）

⑥

⑦

⑤

④

①

②

③

⑧

⑨

（法面）8,000

①

⑤

④

⑥

⑦

⑨

⑧

⑩

4,010
5,120
3,075
1,100
4,275
3,950
9,325
3,000
2,200
5,490

（単位ｍｍ）

4,400
5,520
3,000
1,300
4,230
4,900
10,430
4,100
2,200
5,640

4,500
5,760
3,290
1,300
4,520
4,950
10,770
5,314
2,200
5,930

4,600
5,760
3,290
1,300
4,520
5,000
10,820
4,100
2,200
5,930

4,360
5,590
1,870
3,640
9,970
12,000
̶
̶
̶
̶
̶

杭打ち機（DH558-110M）
全装備重量は約105トン（吊り荷の重量含まず）
補助クレーン　50、80、100トン吊り　

TK550-1EDHP-85 DH558-110M DH608-120M DH658-135M
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
M M＝1,500以上（1,000）　※（）内はプレボーリング工法の場合

杭打ち機作業時の接地圧は、最大300kN/㎡に
なります。杭打ち機搬入前に、十分安全な路盤の
造成をお願いします。

仮設桟橋の設計時は、杭打ち機重量に衝撃荷重
を考慮して下さい。支持杭の配置などは、当社にも
ご相談下さい。

ブーム延長につきましては当社にご相談ください。

※1．

2．

3．

注）標準施工は、杭打ち機本体後部に発電機を搭載します。

杭 打 ち 機 型 式

縮尺：1/200

0 1 2 3m

H

B
（前面障害）

M

I

J

D
E

C
F

G

A
Ｂ

Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｆ

Ｅ

③

②

1,500～2,000

障害

（1,000）

11,000～12,000




